
 

 

 

 

体育発表会に向けて 

校長 向井 一郎 

 5 月なのに真夏のような暑さが続きました。そして、いよいよ 6 月。この暑さに梅雨の蒸し暑さが加わっていくのだ

と思います。そのような中で、一生懸命に勉強に、運動に、友達との遊びに頑張っている子供たちの姿は、本当に素晴

らしいものです。  

 体育発表会も近づいてきました。子供たちの努力の成果に、たくさんの応援と拍手をよろしくお願いいたします。

暑い中での観覧、応援となります。また、スペースにも限りがあります。譲り合いながら、気持ちのよい観覧にご協力

をお願いいたします。  

小さな命とのふれあい 

 5 月 26 日に屋上プールで、1・2 年生、なのはな学級のみんなが「ヤゴの救出作戦」を行いました。一年の間に、プ

ールの中にはたくさんのトンボが飛来し、卵を産み付けています。そして、水中の小さな生き物をえさとして、羽化直

前まで成長してきました。この地域は、旧中川の親水公園などが近くにあり、想像以上に多くのトンボが生息してい

る地域です。子供たちはドロドロになりながら、一生懸命に幼虫（ヤゴ）探しに取り組みました。最初はその姿に恐怖

を感じていた子供たちも、「トンボの赤ちゃんを助けるのだ」という思いから、最後は笑顔で活動に参加していました。

この後、羽化させるまでの過程も重要です。自分たちが救った小さな命の成長を、しっかりと観察していってほしい

と思います。  

 ヤゴだけでなく、本校の児童は生き物のことをよく観察し、関心をもち、大切にしようとしています。春になり、5

月半ばは野鳥たちの繁殖にとって大切な時期です。身近なところでは、毎朝大きな声で鳴いているカラスが、電柱に

巣をつくろうとしていることにもすぐに気付きました。そんな中、校庭の隅にスズメのひなが倒れている（落ちてい

る）のを発見してくれた子がいました。管理員さんを通して校長室にひなが届いたのですが、野鳥の飼育は禁止され

ています。かわいそうではありましたが、ひなはそのままにしておく必要があるため、落ちていた近くの茂みの中に、

そっと戻すことにしました。  

 1 時間ほどが過ぎた頃、ひなのことが気になってたまらなくなりました。「これは飼育ではない。弱っているひなを

保護するだけなのだ」と自分に言い聞かせ、再び茂みのところへ行ってみました。ところが、生き物の世界は非情で

す。弱っている生き物は、すぐに別の生き物のえさになってしまうのです。ひなの全身を小さなアリが真っ黒に覆い、

何とか巣の中に引きずり込もうとしていました。アリも命あるものですが、この時は一匹ずつをひなの体から引き離

し、地面に投げてしまいました。  

 そんな様子を見つけた何人かの子供たちが、「校長先生、何をしているんですか」と集まってきました。状況を説明

すると、ぐったりしたひなの口に何とか水をふくませようと道具を集め始め、近くにあったカメ用のえさを水で練り、

食べさせようと懸命に取り組んでくれたのです。そのおかげで、少しずつひなは立ち上がろうとし始めました。その

日は一年生の校内探検の日でもあり、校長室の見学に来てくれた子供たちにも、生きようとして頑張っているひなの

姿を見てもらいました。皆がひなのことを心配し、「がんばれ」と声をかけてくれました。  

 その日の午後は他区へ出張しなければならなかったため、その後の世話は管理員さんに託しました。出張先でも、

ひなのことが気になっていました。多分難しいだろうと半ばあきらめながら帰りの電車に乗っていると、学校からの

メールで、スズメの巢の位置が判明し、管理員さんの手によって巣に戻すことができたこと、さらに親鳥がえさを運

んで飛び交っているという知らせが届きました。かかわったり心配したりしてくれた子供たちの顔が浮かびました。

そして、そのひなの巣が校庭のネット用の細いポールの隙間にあったということにも驚きました。  

 翌日にも見つかった、もう少し大きなひなは、残念ながら死んでしまいました。こちらも多くの高学年児童が目に
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し、心配してくれていたスズメのひなでした。小さな卵から生まれた命が大きく成長するまでの大変さを調べてみる

と、スズメは親鳥が何度も何度もえさを運んで育てること、人間がその代わりをすることはとても難しいことが分か

りました。また、巣立ち後もしばらくは親鳥がえさの取り方を教え、一人前へと育てていくのだそうです。それは親鳥

にしかできない大切な営みなのだと感じました。  

 子供たちの応援のおかげで、奇跡的に巣に戻ることのできたあのひなは、今、元気にしているでしょうか。時折ポー

ルを見上げてしまいます。もう巣立った頃でしょうか。  

（この出来事を紙芝居にまとめ、5 月 25 日の朝会で子供たちに紹介しました。ぜひホームページでご覧ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育発表会について  体育主任 中川佳子 

 体育発表会が近づいてきました。５月ごろからかけっこや短距離走、表現を一生懸命練習してきました。どの学年も体育の授業だけ

でなく、休み時間や放課後にも練習している様子が見られました。学年混合リレーでは、３～６年生の代表者が休み時間や放課後の時

間も使って、６年生が中心となり、練習をしてきました。全校競技の大玉送りでは、全校児童が一丸となって練習していました。ぜひ

とも、６月６日（土）に、今まで頑張ってきたお子様の成果や立吾小の頑張っている子どもの様子を見に来ていただければと思います。

そして、家に帰った後には、子どもたちの頑張っていたところや、よかったところをたくさん話していただければと思います。ご来校

の際には、子どもたちにたくさんのご声援をよろしくお願いいたします。 

今月の生活目標         身の回りを清潔にしよう 

日程変更のお知らせ 

７月の個人面談ですが、７月８日(水)～14 日(火)の日程で実施します。短い時間ですが、お子さんの様子についてお話させていただ

きます。どうぞよろしくお願いします。 

６月　月間予定表

1 2 3 4 5 6

1（月） 〇 朝会 5 5 5 6 6 6

2（火） ○ 学習 B 5 6 6 6 6 6

3（水） ○ 読書 B 4 4 4 4 4 5

4（木） ○ 学習 B 5 5 6 6 6 6

5（金） ○ 学習 B 4 4 4 4 4 5

6（土） 弁当 学習 B 体育発表会（弁当持ち） 5 5 5 5 5 5

7（日）

8（月）

9（火） 〇 学習 5 6 6 6 6 6

10（水） ○ 読書 B 5 5 5 5 5 5

11（木） ○ 学習 B 5 5 5 5 5 5

12（金） ○ 学習 B 5 5 6 6 6 6

13（土）

14（日）

15（月） 〇 朝会 5 5 5 5 5 5

16（火） ○ 学習 5 6 6 6 6 6

17（水） ○ 読書 B 4 4 4 4 4 4

18（木） ○ 学習 5 5 6 6 6 6

19（金） ○ 学習 B 5 5 6 6 6 6

20（土）

21（日）

22（月） 〇 朝会 B 5 5 5 5 6 6

23（火） ○ 学習 B 5 6 6 6 6 6

24（水） ○ 読書 B 5 5 5 5 5 5

25（木） ○ 集会 5 5 6 6 6 6

26（金） ○ 学習 5 5 6 6 6 6

27（土）

28（日）

29（月） 〇 朝会 B 5 5 5 6 6 6

30（火） ○ 学習 5 6 6 6 6 6

給食 朝活動B時程
各学年時数

行　　　　事

たちあづ班昼休み

 

リレー練習（放課後）

大玉送り全校練習（４校時）　体育発表会係活動（６）５校時

体育着持ち帰り

体育発表会リハーサル　リレー練習（放課後）

体育発表会前日準備（6）５校時

体育着持ってくる

体育発表会予備日

振替休業日

区小研　安全指導　図書ボランティア読み聞かせ

開校記念日

水泳指導始　プール開き集会　日光事前検診（６）

日光移動学習教室始（6）　

日光移動学習教室（６）　幼保小中連絡協議会　スーパー見学（３）

避難訓練

日光移動学習教室終（6）　

クラブ活動②

定期健康診断終

委員会活動③　色覚検査（４）

お楽しみ集会　体力調査

ソフトボール投げ


